
１．魚類の歯の微細構造と発生を研究したいきさつと
化石研究会
高校生のとき，岩波新書の『化石』（井尻，１９６８a）

や講談社ブルーバックスの『よみがえる化石』（大

森，１９６７）を読み，化石や地質を研究する道に進みた

いと思っていた．『化石の研究法』（化石研究会編，

１９７１，旧版）の出版は，筆者が大学生の時であった．

当時，学生には高価な本だったので，地質調査のサン

プル運搬役として雇ってもらい，そのアルバイト代で

購入した記憶がある．この時すでに化石研究会（以下

化石研）では，微細構造グループの研究の三本柱，す

なわち，１）各種顕微鏡を駆使した組織・細胞レベル

の研究，２）生化学的分析手法による有機物・分子レ

ベルの研究，３）X 線分析や元素分析などによる結

晶・原子レベルの研究が推し進められており，成果が

現れていた．卒業論文は第四系の地域地質であった

が，将来できれば化石の研究をする，という希望も消

えなかった．７０年代の中ごろに，歯学部解剖学教室に

助手として就職できたのが化石研究への道を決定づけ

たといえる．そこは開校したばかりの新設学部だった

ため，幸か不幸かほとんどゼロからの出発となった．

この時，化石研に属する若手研究者の幾人かが，すで

に歯学部や医学部の解剖学教室で研究を進めていたの

で，化石研の存在はたいへん心強く，おおいに啓発さ

れたものである．『化石の研究法』の旧版から新版

（化石研究会編，２０００）出版までの約３０年間は，筆者

にとって学生時代から研究生活前半の期間とほぼ重な

る．主な研究対象が歯になったのも，就職先が歯学部

なので，地の利を生かすということである．

哺乳類の，なかでも長鼻類化石の研究が盛んであっ
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要旨
魚類の歯の微細構造と発生の研究を紹介し，化石研究会の歩みとの関連について述べた．化石研究会

では，７０年代から微細構造グループの三本柱，すなわち，各種顕微鏡を駆使した組織・細胞レベルの研

究，生化学的分析手法による有機物・分子レベルの研究，X 線分析や元素分析などによる結晶・原子レ

ベルの研究が進められ，成果が上がった．長鼻類団体研究会の活動はその代表である．魚類の歯につい

ても，サメ類・コイ類などを中心に微細構造や発生の研究が進んだ．バイオミネラリゼーションの研究

が学際的に推進され，微細構造研究者も積極的に参加した．現生魚類の歯の組織構造と発生の研究

は，１）個体発生における系統発生の反映を解析する，２）過去の生物の形態や生理，生態の復元に応

用する，３）「生きている化石」から過去の生物の形態と発生過程を推測する，ことによって化石の研

究に役立つと思われる．歯の微細構造は，化石でも比較的よく保存されているので，現生生物との対比

が可能である．現生魚類の研究から得られる情報の意義は，化石研究でもきわめて大きい．生物進化の

研究における化石の意味を再認識しながら，引き続き積極的に新しい方法を取り入れていくことが重要

であろう．
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